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合同展のポスターイラストは、同校２年美術部の及川千
ち

聖
さと

さん
が手掛け、展示作品は訪れる客を魅了していました。

献花台に白菊を供える熊谷市長。参加者は、再び戦争の悲劇が繰
り返されないことを切に願い、恒久平和を誓いました。

　「登米市戦没者追悼式」は８月18日、登米祝祭劇場で
開かれ、遺族や関係者など約100人が献花に訪れ、戦没
者3529人の冥福を祈りました。
　昨年は、コロナ禍により中止とした追悼式でしたが、
本年度は式典を中止し、時間と間隔を空けて献花のみ
を実施。遺族会会長の佐藤芳

よ し お

男さん（83）＝東和町米谷
８区＝は、「戦争で父が、母は私が７歳の時に亡くなり、
両親がいない環境下で苦労しました。悲惨な戦争と平
和の尊さを次世代に伝える式典は大切」と、式典の重要
性を説きます。市内には９町域に遺族会事務局があり、
戦没した親族の霊魂を慰めます。

佐沼高からは英語部17人が参加。身振り手振りを交えながら、
多文化との交流を楽しみました。

　佐沼高英語部とオーストラリアのオルドリッジステ
イトハイスクールのオンライン交流が８月６日、市国
際交流協会の協力のもと、同校で開かれました。
　市ではこれまで、友好確認書を締結している同ハイ
スクールの訪問団受け入れや市内中高生の派遣など交
流を重ねてきましたが、本年度は感染症拡大防止のた
め、オンラインでの交流を実施。生徒たちは、相手の国
の言語で自己紹介したり学校や文化について説明した
りしました。櫻田希

のぞみ

部長は「違う国の学生生活が知れ
てよかったです。部活動の種類の多さに驚きました。こ
れからも交流を重ねていきたいです」と話しました。

　小牛田農林高の生徒12人が８月５日、冨栄隆
たかし

さん
（43）＝米山町朝来＝が経営する農場へ農業現地研修に
訪れました。
　冨栄さんは2019年に新規就農し、畜産（繁殖）や水稲
などを営んでいます。当日は、市職員から市内にあるみ
やぎ農業研修生滞在施設の紹介や農業担い手育成支援
事業について説明した後、冨栄さんが経営する農場の
牛舎を見学しました。生徒たちは「餌はどのように与え
ているのですか」「分娩の際はどこか別の場所に移動す
るのですか」など、経営者としての視点に立って積極的
に質問していました。

冨栄さんは「自分と同じように、若い人が登米市でどんどん新規
就農してほしい」と研修への思いを話しました。

　登米総合産業高の「写真部・美術部・家庭部合同展」
が、７月31日から８月８日までイオンタウン佐沼で開
かれました。
　展示された写真や作品は、同校生徒それぞれの思い
を込めた力作ぞろい。作品を鑑賞した皆さんは、感想を
付箋に書いて用意された「感想コーナー」に貼り付けま
した。作品を鑑賞した畠山百

ゆ り こ

合子さん（71）＝東和町米
谷２区＝は「キツネがカメラに目線を合わせたかのよ
うな瞳の写真がとてもかわいらしく、見とれました。上
手に撮影するものですね」と、作品の出来に感心してい
ました。

オリジナルフレーム切手は１シート1700円で２千シートを作
成。県内の郵便局などで限定販売されています。

　「オリジナルフレーム切手『連続テレビ小説おかえり
モネ』贈呈式」は８月５日、迫庁舎で行われ、日本郵便の
今野毅

つよし

宮城県東部地区連絡会統括局長から熊谷市長
にフレーム切手が贈呈されました。
　切手は10枚１組で「おかえりモネ」で放送された場面
写真を使用。写真は登米市や気仙沼市の豊かな自然な
どを背景にし、物語の進展とともに成長していくモネ
のさまざまな表情を収めています。今野毅

つよし

局長は「朝
ドラの撮影地に選ばれるという大きな光が当たった登
米市と気仙沼市をアピールする一助になればうれし
い」と話しました。

　「ポーランドパラボート選手のみなさんに応援メッ
セージを贈ろう！オンライン交流会」は８月18日、佐沼
中学校（鎌田鉄

てつ

朗
ろう

校長、生徒423人）で開かれ、同校ボート
部員15人とポーランドの選手たち４人が参加しました。
　交流会は、佐沼中と、代表選手たちが事前合宿してい
る長沼ボート場クラブハウスをオンラインでつないで
実施。パラリンピックでの活躍を願い、部員ひとりひと
りがポーランド語などで書いた応援メッセージを画面
越しに贈りました。選手たちは「応援ありがとうござい
ます。長沼で練習できて良かった。頑張って金メダルを
取ってきます」と大会への意気込みを話しました。

部員からの「どんな練習をしているのか」「ボートをこぐとき意
識することは」などの質問に選手がアドバイスを送りました。


